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令  和 . 5 年  8 月

定 例 孝女 育 委 員 会

1

長 崎 県 教 育 奉 員 会





8月 定例会 (1)

開―催 日 時 令和 5年 8月 17日 (木) 14時 00分

県庁行政棟「教育委員会室」開 催 場 所

王 開    会

2 前国会議録の承認

3 報 '   告                       .

(1)「教職の魅力化作戦会議」について

(2)令和5年度公立高等学校進学希望状況調査 (第 1回)|の結果について

(3)令和5年度「しまのリーダーチャレンジ事業」の実施について

(義務教育課)

(高校教育課)

(■涯学習課)





件  名 「教職の魅力化作戦会議」について

概  要 1 設置目的
教員採用倍率が低迷 し、教員のなり手不足が深刻化 している中、教職員の

働き方を見直し、働きがいを高めていくとともに、本来の教職の魅力やや り

がいを積極的に発信 し、教職に対するイメージアップを図るため、「教職の

魅力化作戦会議」を設置する。

2 委員一覧 (区分毎五十音順・敬称略)

No 区分 氏 名 所属・役職等

1

民 間

艶島一博 十人親和銀行 常務執行役員

2 松尾 由佳 一般財団法人松尾財団理事長 松学会責任者

3 山田 貴己 長崎新聞社 取締役 編集局長

4

有識者

芹野 隆英 長崎県教育委員会委員

5 藤田 直子 長崎県社会教育委員

6 吉田 ゆり 長崎大学ダイバエシティ推進センター長

7
PTA
野口 富士男 長崎県公立高等学校 PTA連合会会長

8 松本 光生 長崎県 PTA連合会会長

9

行政

相川 節子 長崎県町村教育長会会長

10 橋田 慶信 長崎県都市教育長協議会会長

11

学校

立木 貴文 長崎県高等学校長協会会長

12 山崎 直人 長崎県校長会会長

3 検討内容
働きがい改革、教職の魅力発信、人材確保 等

4 第 1回教職の魅力化作戦会議
(1)日  時  令和 5年 7月 28日 (金 ) 15:00～ 16:30

報 告 事 項 (1)
義務教育課
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(2)場 所  県庁行政棟 7階 教育委員会室
(3)協議テーマ  「先生たちを元気にするために」
(4)主な意見
○各種調査封応が負担であると言われると、改善を進めるのに困惑する。

改善を進めるには汗をかかなくてはいけない。

○学校の先生は、教えることが専門だと思つていた。授業以外の仕事を諸

がどのように解決するのか考えていく必要がある。

○現場の先生は一生懸命やっているので、俯隊できる立場の人が、現場で

できることと現場でなくてもできることを見極めなければいけない。

○コミュニティ・スクールが働きがい改革、働き方改革を推進するもので

あると思つており、イレギュラーが生じたときに、民間や地域の力を入

れることで解決していくべきだと思う。

○教師を目指す学生にもイレギュラーに封応する力を教えるべきと考え

る。(コ ミユニケーションスキルアップ、リーダーシップ論、保護者対応

等)

○学校評価結果で、マイナスだったところの責任を分担し合うような地

域、保護者の支えが必要。

O保護者から「ありがとう」という声かけがあるだけで先生たちは幸せに
なるのではないか。感謝の気持ちを具体的に伝えることが大切。

O高齢者が増えている。学校の空き教室を利用して、高齢者が子供を見る
ような取組をできないか。高齢者も子供に元気をもらう。

○情報が大きな力を持っていて、いい先生やいい授業の情報を発信しなけ

れば皆さんに知られることがない。

○学生の教職志願者は増えている。教員が手の届く夢になった。迷つてい

る学生をどうするかが一つのテーマである。

○距離の近いロールモデルを学生に出会わせることが大切。

①若手の先生方の声を聞く機会を設けてはどうか。

○文部科学省が示している「学校以外が担うべき業務」等の視点にそつて、

改善のスケジュール等を具体的に示しながら取り組むべき。

5 今後のスケジユール
令和 5年 9月 下旬～ 10月 初旬 第 2回教職の魅力化作戦会議開催予定
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件  名 令和 6年度公立高等学校進学希望状況調査 (第 1回 )の結果について

概  要 1 調査目的

中学校卒業予定者の各公立高等学校別 。学科別の進学希望状況を集約

し、中学校において適正な進路指導を図るための基礎資料を提供する。

2 調査日 令和 5年 7月 1日 現在

3 調査対象者数  12, 064人 (昨年 7月 調査 11,985人 )

県内中学校 3年生及び特別支援学校中学部 3年生

4 調査結果

(1)進学希望者数 11, 727人 (昨年 7月 調査 11,686人 )

高等学校 (全 日制(定時制、通信制)、 高等専門学校、

特別支援学校高等部

(2)進学希望率    97.2%(昨 年 7月 調査 97.5%)

※未定者 297人 (調査姑象者に占める割合 :2.5%)

(3)県内公立高等学校への課程別進学希望倍率 〔進学希望者数/募集定員〕

①全日常J課程   0. 93倍 〔 8, 274人/ 8, 880人 〕

(昨年 7月 調査0194倍 〔 8,363人 / 8,880人〕)

※令和 2年 7月 調査から4年連続して倍率が 1倍を下回つている。

〔:極ζキ[]E尋キi:ちさ:と目帝:召:|:I::|:洗 |::1至ケ;::1後 |〕
②定時制課程 10.22倍 〔   123人 /   560人 〕

(昨年 7月調査o.20倍 〔  111人/  560人〕)

③通信制課程  0.13倍 〔    76人 /   600人 〕

(昨年 7月調査0,09倍 〔  55人/  600人〕)

(4)各公立高等学校 。学科別の進学希望状況

別添資料のとおり

報 告 事 項 (2)
高校教育課
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(5)詳細データ

①進学希望倍率の高い学科 (上位 10学科)

順位
和 5年 7月

高校名 学科名 倍 率

1 長崎工業 機 械 2.33倍

2 長崎工業 建 築 1.93倍

3 長崎西 普通 (理系コース ) 1.86倍

4 諌早農業 動物科学 1.85倍

5 大村工業 建築 1.83倍

6 長崎工業 情報技術 1,75倍

7 長崎工業 インテ ジア 1.75倍

8 長崎商業
総合 ビジネス (ス ポー
ツビジネス

=―
スを含

む)
1.72倍

9 諫早農業 農業土木 1.60倍

10 諫早商業 情 報 1.58倍

②進学希望倍率の高い学校 (上位 10校 )

順位
令和 5年 7月 調査
高校名 倍率

1 長崎商業 1.63倍

2 長崎北陽台 1.45倍

3 長崎西 1.43倍

4 長崎東 1.36倍

5 清峰 1.36倍

6 西陵 1,35倍

7 諫早 ● 35倍

8 長崎工業 1,30倍

9 佐世保西 1.28倍

10 島原工業 1.26倍

【参考】令和4年 7月 調査
高校名 倍率

長崎商業 1,70倍

長崎東 1.55倍

謀早 1,54倍

長崎工業 1,43倍

長崎北陽台 1,39倍

長崎北 1,38倍

長崎西 1.29倍

佐世保西 1.28倍

佐世保工業 1.24倍

佐世保東翔 1,20倍

③進学希望倍率の高い普通科(コース含む)(上位 10学科)

順 位
5 7月 調

高校名 学科名 倍 率

1 長崎西 普通 (理系コース ) 1.86倍

2 長崎北陽台 普 通 1.52倍

3 佐世保南 普通 1.49倍

4 長崎東 普通 ,国際 1.36倍

5 西陵 普 通 1.35倍

6 諫早 普 通 1.35倍

7 佐世探西 普 通 1.28倍

8 長崎西 普 通 1.26倍
9 長崎北 普 通 1.19倍
10 佐世保北 普 通 1.18倍

4 7

高校究 学科′名 俸 率

長崎工業 機 械 2.40倍

長崎工業 情報技術 2.40倍

佐世保工業 機械 2.03倍

大村工業 建築 2.00倍

長崎工業 建築 1.90倍

長崎商業 情報 1.90倍

長崎西 普通 (理系コース |
1,83倍

長崎商業 総合ビジネス 1,80倍

諌早商業 情報 1 78倍

諫早農業 動物科学 1.65倍

参 考 令和 4年 7月 調査
高校 ´ 倍 率

長崎西 普通 (理系コース :
1.83倍

長崎北陽台 普通 1.64倍

長崎東 普通・国際 1.55倍

諫 早 普 通 1.54倍

長崎北 普 通 1.38倍

佐世保南 普 通 1.31倍

佐世保西 普通 1.28倍

西 陵 普通 1.18倍

佐世保北 普 通 ■.14倍

長崎西 普 通 1.07倍

-4-



④地域科学科 (R4設置)、 文理探究科 (R5設置)の状況

学校柔 学科名

令和 5年 7月 調査  (A) 令和 4年 7月 調査 (B)
定員
∩

希望者数
の

過不足
の _∩

倍 率
rハ /∩

定員
∩

行望 者 数
の
過不足
の 一∩

倍 率
κあノ∩

松 浦

学校計

80 37 △  43 0.46 810 34 △  46 0。 43

40 20 △  20 0.50 40 23 △  17 0.58

120 57 △  63 0.48 120 57 △  63 0.48

昆崎北

学校計

200 304 104 1.52 200 328 128 1.64

80 101 21 1,26 80 61 △  19 0。 76

280 405 125 1.45 280 389 109 1.39

佐世保南

学校計

160 239 79 1.49 160 210 50 1.31

80 62 △  18 0,78 80 58 △  22 0。 73

240 301 61 1,25 240 268 28 1.12′

島原

学校計

160 105 △  55 0,66 160 127 △  33 0。 79

80 82 2 1.03 80 65 △  15 0.81

240 187 △  53 0.78 240 192 △  48 0,80

大 村

学校計

200 222 22 1.11 200 212 12 1.06

80 84 4 1.05 80 67 △  13 0.84

40 36 △ 4 0.90 40 38 △ 2 0。 95

320 342 22 1.07 320 317 △ 8 0,99

猶輿館

学校計

120 59 △  61 0.49 120 56 △  64 0,47

40 12 △  28 0.30 40 17 △  23 0。 43

160
~ 71
△  89 0.44 160 73 △  87 0.46

希望者数

(A)― (B)

3

△ 3

0

△  24

40

16

29

4

33

△  22

17

△ 5

10

17

△ 2

25

3

△  5

△ 2

(6)その他

○結果については、令和 5年 7月 18日 に公表。長崎県教育庁高校教
育課公立高校 。県立中学校入学情報ホームページに掲載

(https:〃、vw帝 .pFefinagasaki.jp/bunrui/kanko‐ kyoiku‐ bunkar
shochuko/schob巧 OhO/Singakukibou/)

○別添資料のうち、長崎東・佐世保北・諫早高等学校の進学希望状況

については、それぞれ併設する県立中学校以外からの進学希望者を

対象 とした数を示 している。

○今後の進学希望状況調査の予定

第 2回調査基準日:令和 5年 11月 1日

-5-



‐
　
日
　

一
．

「　
一一
一「

【
一
●
一
　

一

一
　

〓
一

一
一
一　
〓

《参考》

※中学校 業 イこ|ま、 中 を む 。

令和5年 7月 と令和元年 7月 の比較
① 中学校卒業者   △202人
② 県内全日制希望者 △580人
③ 県内定時制希望者 + 27人
④ 県内通信制希望者 + 98人
⑤ 県外高校希望者  + 94人

(△ 1.6%)
(△ 5。 2%)
(+28,1%)´
(+160.7%)
(+37.3%)

R4丁 7 R5,7Rl.7 R2,7 R3.7

12,266 11,942 12,068 11,985 12.064 79

11,20711,544 11,180 11,278 11,343 186

138 127 142 141 149 8

中学校卒業予

国公立中

特別支援

私 立 584 635 648 637 572 △  65

進 学 希 望 者 数 12,057 11,762 11,820 11,686 11,727 41

准 学 希 望 率 98.3% 98.5γ 97.90/。 97.5γ。 97.2%

進学希望内訳 Rl,7 R2.7 R3.7 R4.7 R5.7

県内

高等学校

全 11,248 10.987 10,975 10,806 10,668 △  138
9,261 8,739 8,657 8,363 8,274 △  89

定時制 (公立 ) 96 110 123 111 123 12

通  信  制 61 78 86 125 159 34

38 48 34 55 76 21

県外

高等学校

全  日 制 213 208 218 190 266 76

定  時  制 2 2 0 2 2 0

涌  信  、制 37 45 33 59 78 19

高 等 専 門 学 校 176 169 148 162 174 12

特 別 支 キを 学 校 224 213 237 231 257 26

合 計 (淮 学 希 望 者 教 ) 12.057 11.762 11.820 11.686 111727 41

その他 Rl.7 R2.7 R3,7 R4.7 R5,7

専修
(。

各種・職業訓練 22 18 19 29 22 △  7

就 職 16 12 22 14 18 4

未 定 171 150 207 256 297 41

一
　

　

一
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報 告 事 項 (3)
生涯学習課

件  名
令和 5年度「しまのリーダーチヤレンジ事業」の実施について

概  要
1.目 的
離島に住む小学生を姑象に、本県を代表する企業や施設、SDCsを推進
する企業や大学等の訪問など、多様な学びや体験の場を創出することで、本

県の魅力を発見。実感し、誇りや愛着を深めるとともに、ふるさとを担って

いこうとする意欲やリーダーとしての意識を高めるきつかけとする。

2.対 象
対馬市、壱岐市、五島市、小値賀町、新上五島町に住む小学 5、 6年生
40名以内

3.令 和 5年度実施概要
(1)実施時期 令和 5年 8月 1日 (火)～ 3日 (木)の 2泊 3日
(2)参加児童数 40名

合計 ′Jヽ 5 ′Jヽ 6

男子 1女子 男子 1女子
対馬市

五島市

小値賀町

新上五島町

11

12

12

4

1

1  1  3

3  1  6

4 5

0 4

0 1

0  1

l   I

0

0

0  1

合 計 40 8 19 1 12

(3)主な活動場所 (内容)
8/1(火 )・ 県立長崎図書館郷土資料センター (出会いの会、交流会)

。長崎スタジアムシティプロジェクト (講話、建設現場見学)
。長崎駅学武雄温泉駅 (西九州新幹線乗車体験)

8/2(水 )・ 松浦魚市場 (見学、講話)
・県立大学佐世保校地域創造学部 (大学生との交流、意見交換)

8/3(木 )。 九十九島水族館海きらら (見学)
・佐世保市博物館島瀬美術センター

(講話・常設展・企画展見学、お別れの会)

※8月 1日・ 2日 ともに、宿泊場所の県立佐世保青少年の天地にて、

しまの魅力や課題、長崎県のミライのリーダィとして取り組みたい

ことを考える意見交換会を実施した。

-7-
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令和5年度しまのリーダーチャレンジ事業 行程表

8月 1日 (火 ) 8月 2日 (水) 8月 3日 (本)

◆厳原港・芦辺港

→  博多港 →

◆福江港・有川港

→  長崎港 →

◆ llヽ値賀港
→  佐世保港→
→ 貸切バス②

貸切バス①

賞切バス②

高速バス

◆佐世保青少年の天地

・起床

・朝のつどい

。清掃  7:20
・出発

朝食

630
700
745
8:30

◆佐世保青少年の天地

・起床              6:30
6:50 ・朝のつどい 700
7封 5 ・退所式  8:10

.   8:20
□
・ 出発イ

貸切バスで移動 賞切バスで移動

◆松浦魚市場       945
「アジフライの聖地

これまでとこれから」

・ 魚市場見学

`講話

・質疑応答            `

◆海きらら

。水族館見学 (班ごと)
。生産購入

9:00

賞切バスで移動

◆郷土資料センター   1145
昼食

・出会いの会

講話 (趣旨・目的)

アイスプレイク

12:15

貸切バスで移動  1司 00
貸切バスで移動 1lH5 ◆島瀬美術センター   11:20

国
「文化・交流の

拠点施設の取組」

・諸話 ・常設展示見学
・質疑応答

「お月」れの会」 司3:15

・博多、長崎、佐世保港へ出発

13:50

窒)

◆相浦コミュニティーセンター

12:10

・ランチミーティング

貸切バスで移動 1250
◆長幡スタジアムンティプロジェクト

13:10

「スポーツを通した

長崎の活性化とは」

・担当者講話

・質疑応答

・建設現場見学

徒歩で移動

◆県立大学佐世保校    1900
「大学生が者える持続可能な

地域社会の在り方とは」
。大学生との交流

・意見交換
。質疑応答

貸切バスで移動

◆対馬・壱岐

・博多港発

芦辺港着

厳原港着

◆」ヽ値賀

・佐世保港発

小値賀港着

◆五島
。長崎港発

福江港音

◆新上五島

・佐世保潜発

有川港着

※各ターミナルで生産購入

1705
18:10

19:20

16封 0

1740

16:50

2000

13:45

16:20

徒歩で移動 15:00

長崎駅 15:15

「新幹線が地域に

もたらす効果とは」
。講話

・西九州新幹線乗車

(15:42～ 16M3)

賞切バスで移動 16:20

貸切バスで移動 15100

・入浴

・就寝準備

・就寝

◆佐世保青少年の天地   1600

・ レクリエーション 16:10

夕食 1800

・意見交換会②      1900
「長崎のミライのリーダ

=と
して」

2040
2140
2200

◆佐世保青少年の天地

・入所式         17130
夕食

・意見交換会①     19:00
「しまの魅力と課題に

ついて者える」

。入浴          20:40
・就寝準備        21:40
,就寝              22:00

¬8:00

8-



令和 5年度しまのリーダーチャレンジ事業 活動の様子 令和 5年 8月 1日 (火 )～ 3日 (木 )

■
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１
０
１ ィ斬 郁 ▼

生について学ぶ
(長崎スタジアムシティプロジェク )

の民間主 新幹線が地域にもたらす効果について学ぷ

(」R長崎駅～武雄温泉駅)
地域の魅力発見と情報発信について学ぶ

(ア ジフライの聖地 :松浦魚市場 )

長崎県の「ミライ」について考える
(長崎県立佐世保青少年の天地)
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文化・交流の拠点施設の取組について学ぶ
(佐世保市博物館島瀬美術センター)

スイ|ッタ、
「スパ,7ト

持続可能な地域社会の在り方を考える
(長崎県立大学佐世保校地域創造学部) ペ

,




